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－「第１回ヤギ羊による砂防指定地の除草勉強会」開催－

　雲仙復興事務所では「安全で水と緑豊かな地域づくり」を目指して砂防事業を実施しています。
昨年度より、砂防指定地内でオープンスペースの創出に向けた取り組みの一環として島原農業高校（山
田善光先生・社会動物部）の協力を頂き、今年度はヤギ・羊１５頭体制での除草実験を行っています。
　この度、その検証結果を（中間報告）整理し、２月２２日（火）産学官から構成される１３名の委員からなる
「ヤギ羊による砂防指定地の除草勉強会」を開催しました。現在、島原半島内で積極的に活動している５
者（島原農業高校、島原振興局、星野建設㈱、建設コンサルタント協会九州支部、環境省雲仙保護官事
務所）の基調報告もあり参加者の意志も高まりました。又、事務局より２年間の除草効果の結果報告、小
動物を利用した利活用の意見交換も行われ有意義な会議となりました。　今後は、環境にやさしく地域振
興に寄与する新しい公共事業のモデルとなる「里山砂防」さらには「エコロジカルな公共事業」に繋がるも
のと感じました。
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